
議市
議
会

北
九
州 9 月 会

大石正信 議員（会派質疑、60分）
◆市長の公約と旧統一協会について
◆職員の定年延長について
◆物価高騰対策について
◆子育て支援について

2022.9.1
№ 571

伊藤淳一 議員
（一般質問、30分）

◆コロナ感染防止対策について
◆コロナの後遺症対策について
◆職員の時間外労働について

永井佑 議員
（一般質問、30分）

◆盗撮対策について
◆折尾地区再開発について
◆食料支援について

藤沢加代 議員
（一般質問、30分）

◆農家への支援について
◆投票権の保障について

山内涼成 議員
（一般質問、30分）

◆ 高齢者世帯へのエアコン助
成について
◆ 「読売KoDoMo新聞」の
配布について

高橋都 議員
（一般質問、30分）

◆ 門司港モデルプロジェクト
について
◆学校給食について

出口成信 議員
（一般質問、30分）

◆ 八幡市民会館のホールとして
の活用について
◆旦過火災問題について

自
由
法
曹
団
、
北
九
市
職
労
と
懇
談

旦
過
火
災
　
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

9
月
議
会
日
程

◆本会議（開会）  9月2日（金）
◆議会運営委員会　6日（火）
◆本会議（会派質疑、一般質問）
　9日（金）、12日（月）～15日（木）
◆決算特別委員会　15日（木）、16日（金）
　20日（火）～22日（木）、28日（水）
　市長質疑　26日（月）
◆議会運営委員会　28日（水）
◆本会議　29日（木）
◆常任委員会　30日（金）、10月3日（月）
◆本会議（閉会）　10月4日（火） 
  ※請願・陳情の締め切りは9月21日（水）です。

届けます届けます 市民の声と願い市民の声と願い

コロナ
第７波から市民の命・健康を守れ!

  

日
本
共
産
党
北
九
州
市
議
団
は

８
月
１
日
、
北
橋
健
治
市
長
ら
に
、

「
第
７
波
」
の
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡

大
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の

緊
急
対
策
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

７
月
中
旬
以
降
、
１
日
当
た
り

の
感
染
確
認
が
過
去
最
多
を
記
録

す
る
中
で
、
通
常
医
療
に
も
支
障

を
き
た
し
て
い
る
と
し
て
、
22
項

目
の
緊
急
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
申
入
れ
は
、
こ
れ

で
19
回
目
と
な
り
ま
す
。

申し入れ項目（要旨）

◆ 医療機関、高齢者施設、障がい者施設など
で頻回のPCR検査を行い、その費用は全額
国が負担すること

◆ 保健所の正規、常勤職員の人員増、施設・
設備の拡充を図ること。市内での保健所の複数設置を含
め抜本的な体制強化に取り組むこと

◆ ワクチン接種の安心・安全・迅速な実施を抜本的に強化す
ること。健康被害への救済制度を改善すること

◆ 医療体制の拡充、医療・介護・福祉の現場への支援を強
化し、確実に医療につながる体制をとること

◆市民への注意喚起、情報提供、相談体制を強化すること

◆ 空港防疫を抜本的に強化するなど、水際対策の徹底を政
府に要請すること

市
議
団

19
回
目
の
申
入
れ

市民の声に耳を傾けて市民の声に耳を傾けて

議月 会
◆本会議（開会）  9月2日（金）スタート

市政をめぐり、市職労組合員と懇談する市議団
＝7月21日

◀
稲
原
副
市
長（
左
）に
19
回
目
と
な
る

　
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
申
入
れ
を
行
う
市
議
団

4月火災を上回る45店舗が被災した旦過市
場火災の被害を確認する市議団＝8月12日

　

北
九
州
市
議
団
は
、
7
月
21
日
に
北
九
州
市

職
員
労
働
組
合
（
市
職
労
）
と
、
同
月
25
日
に

自
由
法
曹
団
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
弁
護
士
と
懇

談
し
ま
し
た
。

　

市
職
労
は
、
市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
職
員

の
人
員
削
減
が
相
次
ぎ
、
市
民
の
声
が
届
か
な

い
市
役
所
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
実
態
を
報
告
。

そ
の
告
発
と
市
民
に
顔
を
向
け
た
市
政
の
実
現

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

自
由
法
曹
団
と
の
懇
談
で
は
、
区
域
区
分
問

題
な
ど
市
政
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
法
的

視
点
か
ら
の
率
直
な
問
題
も
出
さ
れ
、
継
続
的

に
懇
談
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

旦
過
市
場
で
8
月
10
日
、
火
災
が
発

生
し
、
45
店
舗
・
３
３
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
が
焼
失
し
ま
し
た
。
4
月
の
火

災
を
上
回
り
、「
小
倉
昭
和
館
」
も
全

焼
し
ま
し
た
。　
　

　

市
議
団
は
4
月
の
火
災
の
際
、「
ガ

レ
キ
処
理
は
公
費
で
」
と
求
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
火
災
で
も
、
公
費
に

よ
る
ガ
レ
キ
処
理
を
行
う
こ
と
、
旦

過
市
場
の
再
開
発
に
あ
た
っ
て
行
政

に
よ
る
支
援
を
求
め
て
い
き
ま
す
。



総務財政委員会 経済港湾委員会 教育文化委員会 保健福祉委員会 環境水道委員会 建設建築委員会
大石　正信 高橋　都 ◎藤沢　加代 ◯荒川　徹 出口　成信 ☆山内　涼成

永井　佑    伊藤　淳一

日本共産党各議員の常任委員会配置 （◎委員長、○副委員長、☆議会運営委員）

北九州市役所前を歩く大石議員（前列右）伊藤議員と永井議員

JR黒崎駅前で訴え

23年度「北九州市予算編成」にあたっての提案書を
北橋市長に手渡す北九州市議団

戸畑区内を歩く荒川議員（右）

2023年度予算への提案
優先して取り組むべき主な重点事項

◆ 新型コロナウイルスから、市民のいのちと健康を守るために、PCR等検査の抜本的
な拡充、公衆衛生の体制強化とともに、医療機関への支援を充実すること。

◆ 高齢者・障がい者の社会参加を促進するため、バス、JR、モノレール、タクシーに
も使える「高齢者福祉乗車券」の発行等、施策を充実させること。

◆介護保険料の軽減制度を改善し、利用料の軽減制度を創設すること。

◆ 国民健康保険料を１世帯平均１万円以上引き下げるとともに、子どもの均等割りを
廃止すること。

◆ 教員の多忙化解消の取り組みを強めること。非正規教員の正規化を進めること。早
期に市立中学校の全学年で 35人以下学級を実現し、さらに小・中学校で 20人程
度への学級編成の改善を目指すこと。

◆学校給食費を無償化すること。

◆ 市民生活と本市の地域経済に深刻なダメージを与えている消費税について、国に対
し緊急に５％への引き下げを要請すること。適格請求書等保存方式（インボイス制度）
の実施中止を求めること。

◆ 国に対し、気候危機を打開するため「省エネ、再エネ」で 2030 年までにCO2 を
50～ 60％削減するための改革をはじめとした戦略を策定し、気候変動危機に本気
で取り組むことを強く要請すること。

◆本市として、脱原発の立場を明確にすること。

◆ 本体工事だけで3500億円の事業費を要する巨大開発として新たな段階に入った「下
関北九州道路」は、その必要性、採算性、安全性において妥当性を欠く事業であり、
計画を中止すること。

◆ 市として憲法９条の改定に反対の意思を示し、国による軍事費２倍化、「敵基地攻撃
能力」の保有、「核兵器共有」論など、自衛隊が米軍等と一体となって
海外での武力行使など、戦争をする国づくりに反対すること。

詳細は市議団HPに掲載しています。
http://jcp-kitakyu.jp/

2022 年平和大行進が今年も行われ、酷暑の中、元気に行進。

市内各地をめぐり、広島へと引き継がれました。

市
民
の
医
療
・
福
祉
の
充
実

地
域
経
済
の
振
興
を

  

北
九
州
市
議
団
は
８
月
24
日
、
２
０
２
３
年
度
北
九
州
市
の

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
重
点
事
項
と
し
て
11
項
目
、
全
体
で

３
０
６
項
目
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
秋
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
願
い
を
確

実
に
届
け
る
た
め
８
月
中
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
提
案
書
を
手

渡
し
た
荒
川
団
長
は
、
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
て
ほ
し
い
と
要

望
。
応
対
し
た
北
橋
健
治
市
長
は
「
自
分
な
り
に
検
討
し
て
み

ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
が
っ
た

北
橋
市
長
と
旧
統
一
協
会
?!

旧
統
一
協
会
＝
国
際
勝
共
連
合
が
構
想
・

推
進
す
る
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
（
九
州
と
朝
鮮

半
島
を
2
0
0
キ
ロ
超
の
海
底
ト
ン
ネ
ル

で
結
ぶ
）
構
想
」
の
研
究
団
体
、「
日
韓
ト

ン
ネ
ル
研
究

会
」
の
顧
問

に
、
北
橋
健

治
・
北
九
州

市
市
長
の
名

前
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

2
0
2
1

年
度
の
役
員

名
簿
に
は
、

顧
問
と
し
て
旧
統
一
協
会
の
関
連
団
体
で
あ

る
国
際
勝
共
連
合
会
長
の
梶
栗
正
義
氏
は
じ

め
、
江
島
潔
参
議
院
議
員
、
自
見
庄
三
郎
元

参
議
院
議
員
、
細
田
博
之
衆
議
院
議
員
、
三

原
朝
彦
衆
議
院
議
員
（
肩
書
き
は
い
ず
れ
も

名
簿
記
載
当
時
）
な
ど
と
と
も
に
、
自
治
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
た
だ
一
人
、
北
橋
市
長

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
橋
氏
は

2
0
2
0
年
の
顧
問
に
も
、
名
前
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
、
旧
統
一
協
会
の
創
始

者
、
文
鮮
明
氏
が
1
9
8
1
年
に
提
唱
。

旧
統
一
協
会
が
信
者
か
ら
の
資
金
集
め
の
手

段
と
し
て
利
用
し
て
き
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
北
橋
氏
は
ど
う
い
う
経
過
で
「
日
韓

ト
ン
ネ
ル
」
研
究
会
の
顧
問
に
名
を
連
ね
た

の
か
。
旧
統
一
協
会
と
北
橋
市
長
は
ど
ん
な

関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
自
ら
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
平
和
大
行
進

旧統一協会が構想・推進してきた日韓トンネルの研究会役員
名簿に、名前が明記されていた北橋健治・北九州市市長

核
兵
器
な
く
せ
‼


